
ワークショップのまとめ 

庄内地区まちづくり協議会 

 

①．ひなたまちづくり応援シートによる将来人口シミュレーション 

 

庄内地区のひなたまちづくり応援シートによる将来予測では 

年 2015 2020 2025 2030 2035 2035/2015 

人口 7,429 7,064 6,638 6,184 5,746 77.3％ 

となっている。 

 

今回のワークショップでは、乙房町・関之尾町・庄内町・菓子野町（国勢調査小地域集計）別にひ

なたまちづくり応援シートを作成してもらった。 

年 2015 2020 2025 2030 2035 2035/2015 

乙房町 2,654 2,614 2,522 2,423 2,328 87.7% 

関之尾町 867 819 775 734 690 79.6% 

庄内町 2,104 1,926 1,750 1,564 1,399 66.5% 

菓子野町 1,804 1,697 1,586 1,459 1,333 73.9% 

 

町別にばらつきが見られる。感想としては 

乙房町：どんどん家が建っている。小学生の数が増えているのに予測では減。 

 関之尾町：人口が減っている。川崎はまだいいが関之尾は小学生が少ない。 

 庄内町：空き家が目立つが新しい家も建っている。それでも庄内地区で減少率が一番高い。 

 菓子野町：新しい家も建っているが予測ではきびしい。 

 

2019.10.1 現住人口を使ってシミュレーションの検証 

年 2015 実数 2019 予測 2019 実数 差  

乙房町 2,654 2,622 2,672 +50 予測より大幅増 

関之尾町 867 829 797 -32 予測より大幅減 

庄内町 2,104 1,962 1,945 -17 予測より減 

菓子野町 1,804 1,718 1,726 +8 予測より微増 

庄内地区 7,429 7,131 7,140 +9 ほぼ予測通り 

 ※2019 年予測は 2015 年と 2020 年の予測の差から単純年平均を計算して出した 

  2019 年実数は都城市の 2019.10.1 現在現住人口（推計人口） 

 

乙房町：シミュレーションでは人口減だが、逆に増えている。 

関之尾町：シミュレーションに外国人労働者（20－30 代女性）が影響しているのでは。 

庄内町：都市機能誘導区域・居住誘導区域なのに人口減が止まらない。対策が必要。 

菓子野町：シミュレーションより微増。 

  



参考 

都城市立地適正化計画（平成 31 年 1 月） 

都市機能誘導区域（平成 29 年３月公表）居住誘導区域（平成 31 年 1 月公表） 

 

  



②．「地域内住民の交流の場、集う場づくり」の先行事例 

乙房自治公民館の事例 

・オッシャー・ベリーハウス（支え隊 36 名）代表：小久保鈴子さん 

 下記 4 ヵ所で月 1 回開催中、利用者 80 名弱、参加費 200 円、会員も払う 

 高齢者も子どもも参加できる 

  ①．馬場分館・・今ヶ倉邸で開催、班長満行さん 

  ②．あざめ分館・・班長益留さん 

  ③．内場分館・・班長乙守さん 

  ④．今平分館・宮源分館（今平分館で開催）・・班長時任さん 

 

・まるベリー（公民館・民生児童委員・壮年・こども園など）の活動 

  乙房全体の課題や将来構想などを話し合うグループ・・ワークショップはグッドタイミング 

  引きこもりがちな高齢者の見守りや交流から始まった＞世代間交流（子どもの参加） 

  次のステップとしては高齢者の「生きがいづくり」 

  スカットボール、グランドゴルフなど軽スポーツはあるが、自分で作った野菜などを地域の人

に提供することで生きがいづくりにつながる＞直売所構想 

 

・今平（いまでら）地区のおとめ会」の活動 

  新聞記事参照 

 

・壮年会員の活動 

 ６０名以上の会員、小学生と一緒に「はがま」による炊き出し訓練（災害時を想定）など 

 

まとめ・・高齢者も多いが支える年代層も多い＞動き始めている 

 

ＮＰＯ法人手仕事舎そうあい＆都城高専建築科杉本研究室の事例・・もちなが邸を中心として 

 2017 年 7 月ウッドデッキの制作 

 2017 年 8 月子ども工作教室・夏休み宿題お助け隊 

 2018 年 8 月子どもの遊び場「ツリーハウス」制作 

 2018 年 8-9 月庄内町居住者アンケート実施 

 2018 年 12 月庄内蔵小屋「ＫＯＳＥＮ塾」開講（月 2 回開催） 

 2018 年 12 月庄内町活性化プロジェクト研究発表、杉本准教授講演「みんなでまちを考える」 

 2019 年 2 月そうあいべっぴんシェアの会で研究発表など 

 2019 年 3 月社会実装教育フォーラムで庄内町活性化プロジェクトの研究発表 

 2019 年 3 月茶室「瑞芳庵」完成、高専茶道同好会のお茶会開催 

 2019 年 4 月和田邸隠居をリノベーション「かけるくんのおうち」に長友君居住開始 

 2019 年 7 月南洲神社六月灯に合わせ風鈴棚展示 

 2019 年 8 月木工・工作教室 

 

・庄内地域情報誌「Ｃｏ住創」を 2019 年 1 月創刊号から現在 4 号まで発行。 

 http://www.bonchi.jp/shonai/documents.html に収録 



 ・「かけるくんのおうち」の事例 

 2019 年 4 月から西区和田輝男さん宅のお母さんの居宅（隠居）を片付け、都城高専建築

科専攻生長友駆君が賃貸で入居。専攻科に進学すると寮を出なければならない。部屋のリフ

ォーム（リノベーション）を都城高専杉本研究室の仲間と実施中。西区六月燈やクリスマス

イルミネーション、クリスマスパーティーなど地域の人を巻き込みながら活動中。 

 部屋は 5 部屋くらいあるので、高齢者や子どもたちの立ち寄れるスペースにもできる。ま

たシェアハウスも考慮中。 

 

まとめ・・都城高専建築科杉本研究室（杉本弘文准教授）の社会実装教育の一環として活動中 

※社会実装教育・・地域ニーズに基づく課題の解決及び地域貢献を主題として、社会実

装力を身につけた創造性豊かな高度なエンジニアの育成を可能とする教育システム 

 

こけないからだづくり講座開催（庄内地区 13 ヵ所実施中、週 1 回開催） 

 それぞれに血圧計、ラジカセ、スカットボールを配置。講座のあとにスカットボールやミニボー

リングをしたり、お茶を飲んだりしているところもある。 

 登録者数：373 名 

 乙房自治公民館 

 あざめ分館（乙房） 

 平田自治公民館 

 上平田公民館 

 川崎自治公民館 

 上川崎公民館 

 関之尾自治公民館 

 西区自治公民館 

 町区自治公民館 

 東区自治公民館 

 今屋自治公民館 

 千草自治公民館 

 宮島自治公民館 

 

社会福祉法人常陽社会福祉事業団の構想 

 令和 2 年 4 月より小規模多機能居宅介護事業を開始 

 場所は白寿園東側（旧創生館あとに新築中） 

 ディサービス、ショートスティ、ヘルパーのサービスを行う 

 利用者登録制最大 29 名まで 

 都城市内 7 ヵ所（包括支援センターの場所？） 

 登録利用者以外でも利用できるシルバーサロンを考えている 

  土間があり、お茶飲みや話ができるスペースを作る 

  子供も宿題など利用できる 

  野菜などの販売もできる？ 

  



 

 


